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岸田文雄フェイスブック

　昭和32年生まれ。早稲田大学法学部卒業後、㈱日本長期信用銀行等を経て、平成５年の
衆議院議員総選挙において初当選。以後８期連続当選中。
　自民党青年局長・商工部会長・経理局長、建設政務次官・文部科学副大臣、衆議院厚生労
働委員長などを歴任後、平成19年の第一次安倍改造内閣において内閣府特命担当大臣（沖
縄担当など）で初入閣。初代消費者行政推進担当大臣として消費者庁新設の土台を作る。
　平成23～24年にかけて野党自民党において国会対策委員長として指揮をとり、与党に対
して厳しい国会追及を行い、解散に追い込む。
　また24年には保守本流の政策集団である
「宏池会」の会長に就任する。
　平成24年の衆議院総選挙後に発足した第
二次安倍内閣において外務大臣として入閣、続
く第二次安倍改造内閣・第三次安倍内閣でも
引き続き再任され、現在戦後外務大臣の在任
期間歴代１０位というの長さとなっている。

岸田文雄プロフィール

https://www.facebook.com/fkishida
日々の活動写真を中心に更新しています

○「核兵器のない世界」に
　　　　　　　　かける思い
○アメリカ・キューバ訪問
○「保守本流」とは

国連本部で行われたNPT運用検討会議初日の一般討論演説国連本部で行われたNPT運用検討会議初日の一般討論演説

政治家岸田文雄の
「核兵器のない世界」にかける思い

「保守本流とは」岸田文雄3月27日衆議院外務委員会答弁より
問：宏池会を含む保守本流とは、どのような政治理念なのか。

答（岸田国務大臣）：保守本流とはどういう政治なのかという御質問ですが、これはあくまでも私の考え方を申し上げさ
せていただくわけですが、そもそもは保守本流という言葉、まあ最近は余り使われなくなりました。戦後の政治に関す
るさまざまな文献を見ておりますと、保守本流という言葉は、昭和三十年、保守合同が行われまして自民党が結党され
た際に、旧自由党系、吉田茂につながる人脈、この人の流れを保守本流と呼んでいたようであります。そして、この保守
本流につながる人脈の方々が、政策的には、軽武装、あるいは経済重視、さらには積極財政、積極経済、こういった政策
を打ち出してきた、こういった歴史があります。
　ただ、私は常々思っているんですが、具体的にどのような経済政策を打ち出したかということだけに目をとられてい
ては、この保守本流につながる人脈の本質が見えてこないのではないかと思っています。こうした人脈の体質、哲学が
まずあった上で、こういった政策が打ち出されたというふうに思っています。
　こういった保守本流と言われる人脈は、旧自由党の流れをくむということから、もともと、言論の自由とか表現の自
由、この自由というものを重視した人脈でありました。よって、その後、リベラル勢力、自民党の中においてはリベラルと
言われた人脈につながっていきます。
　そして、もう一つ、この人脈の特徴としては、戦後政治の中にあって、特定のイデオロギーとかあるいは概念にとらわ
れることなく、極めて現実的に、リアルに物を考えて、リアリズムに基づいて政策を打ち出した、こういった人脈であった
と私は思っています。
　当時の国際情勢の中で日本はどの立ち位置に立つべきなのか、当時の世界情勢の中で経済と安全保障のバランス
をどうとるべきなのか、また、当時、本当に貧しい日本国の中で国民の生活を向上させるためには何を優先するべきな
のか、これを極めてリアルに考えた上で、政策を打ち出した。その結果が、軽武装であったり、経済重視であったり、積極
財政、積極経済であったのではないかなと思っています。
　そして、あともう一つ加えるとしたならば、例えば、池田内閣のキャッチフレーズは「寛容と忍耐」でありました。そし
て、大平内閣のキャッチフレーズは「信頼と合意」でありました。
物の決め方につきまして極めてコンセンサスを大事にする、権
力の使い方にあっては謙虚であらなければならない、こういっ
た哲学を持っていた人脈ではないかと思っています。
　最近は保守本流という言葉は余り使われなくなりましたが、
リベラル、あるいはリアルな政策提言、また謙虚な姿勢、こう
いった姿勢につきましては、私自身もこれからも大事にしてい
かなければならない大切な姿勢なのではないかと考えており
ます。 5月１３日「宏池会と語る会」には3500名を超える多くの方々に

ご出席いただきました。ご出席・ご協力に感謝申し上げます。
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広
島
県
広
島
市
の
中
心
部
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
る
衆
議
院
議
員
と
し
て
、「
核
問
題
は

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」と
述
べ
る
外
務
大
臣
の
岸

田
文
雄
は
、そ
の
外
相
就
任
時
か
ら
こ
の
分

野
に
つ
い
て
は
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　

ま
ず
平
成
二
十
五
年
十
月
に
日
本
と
し

て
は
初
め
て
と
な
っ
た
、１
２
５
カ
国
賛
同

に
よ
る「
核
兵
器
の
人
道
的
結
末
に
関
す
る

共
同
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」へ
の
署
名
が
象
徴

的
だ
。こ
の
共
同
声
明
に
は「
い
か
な
る
状
況

に
お
い
て
も
核
兵
器
が
二
度
と
使
用
さ
れ
な

い
こ
と
が
人
類
の
生
存
そ
の
も
の
に
と
っ
て

利
益
で
あ
る
」と
謳
わ
れ
て
お
り
、や
や
も
す

れ
ば「
核
の
傘
」の
傘
下
で
あ
る
日
本
に
と
っ

て
は
受
け
入
れ
に
く
い
内
容
だ
と
言
わ
れ
て

き
た
。事
実
、同
様
の
過
去
三
回
の
共
同
声

明
に
日
本
は
賛
同
し
て
こ
な
か
っ
た
。し
か
し

第
二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
岸
田
文
雄
が
外

相
に
就
任
し
た
こ
と
が
、文
言
の
調
整
を
実
現

さ
せ
、歴
史
的
と
も
言
え
る
賛
同
署
名
を
成
し

得
た
と
言
え
よ
う
。以
降
、同
様
の
声
明
に
日

本
は
引
き
続
き
署
名
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
は
、一
見「
タ
カ
派
」と
呼
ば

れ
る
安
倍
総
理
の
方
針
と
は
相
反
す
る
よ
う
に

見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、安
倍
総
理

と
同
期
で
若
い
頃
か
ら
政
策
論
議
を
通
じ
て
気

脈
を
通
じ
て
き
た
岸
田
文
雄
と
い
う
政
治
家
の

存
在
あ
っ
て
の
こ
れ
ら
の
外
交
方
針
だ
ろ
う
。

自
ら
外
交
に
も
力
を
入
れ
る
安
倍
総
理
だ
が
、

岸
田
外
務
大
臣
だ
か
ら
こ
そ
の
外
交
も
確
か
に

あ
る
。そ
れ
は
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
て

か
ら
二
年
半
も
総
理
大
臣
と
外
務
大
臣
が
変

わ
ら
ず
両
輪
と
し
て
上
手
く
機
能
し
て
き
た
こ

そ
が
証
明
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
が
最
も

よ
く
あ
ら
わ
れ

て
い
る
の
が
、昨

年
四
月
の
日
本

初
開
催
で
あ
る

広
島
で
の「
軍

縮
・
不
拡
散
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ

（N
P
D
I

）外
相

会
合
」で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
核
の
な
い
世

界
」の
実
現
の

た
め
、各
国
首
脳
を
被
爆
地
に
招
い
て
現
場
を
直
接

見
て
貰
う
た
め
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
広
島
開
催
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
の
で
あ
り
、岸
田
文

雄
が
外
務
大
臣
の
時
に
こ
そ
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
課
題
と
す
ら
言
え
た
。外
務
大
臣
と
し
て

果
た
し
た
岸
田
文
雄
の
役
割
の
歴
史
的
な
意
義
は
、

大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
国
際
的
な
枠
組
み
だ
け
に
限
ら
ず
、岸
田
外

相
は
二
国
間
関
係
の
場
に
お
い
て
も
核
問
題
を
多
々

取
り
扱
っ
て
い
る
。例
え
ば
イ
ラ
ン
を
訪
問
し
た
際
に

は
ロ
ー
ハ
ニ
大
統
領
を
表
敬
し
、包
括
的
核
実
験
禁

止
条
約
の
批
准
、追
加
議
定
書
の
批
准
・
実
施
を
含

む
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
完
全
な
協
力
等
を
提
案
し
、ま
た

キ
ュ
ー
バ
を
訪
問
し
た
際
に
は
カ
ス
ト
ロ
前
議
長
と

会
談
し「
核
兵
器
廃
絶
へ
の
思
い
を
共
有
し
た
」と

語
っ
て
い
る
。

　

広
島
と
い
う
地
名
は
核
軍
縮
・
不
拡
散
問
題
に

と
っ
て
特
別
だ
。た
っ
た
一
言「
広
島
選
出
の
外
務
大

臣
」と
言
う
だ
け
で
相
手
の
反
応
が
ま
る
で
変
わ
る

と
言
う
。そ
し
て
そ
れ
が
説
得
力
に
変
わ
る
。先
述

の
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
前
議
長
と
の
会
談
で
は
、

03
年
に
カ
ス
ト
ロ
氏
が
広
島
を
訪
れ
て
広
島
平
和

記
念
資
料
館
を
視
察
し
た
こ
と
に
話
が
及
び
、さ
ら

に
岸
田
に
自
身
の
親
族
の
原
爆
被
害
に
つ
い
て
も
尋

ね
た
と
い
う
し
、先
日
の
国
連
本
部
で
行
わ
れ
た
核

拡
散
防
止
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検
討
会
議
で
は
初
日

に
岸
田
文
雄
が「
70
年
前
、私
の
故
郷
広
島
に
お
い

て
一
発
の
原
子
爆
弾
が
13
万
人
以
上
の
尊
い
命
を

奪
い
ま
し
た
」と
一
般
討
論
演
説
を
行
っ
た
。

　

被
爆
国
日
本
の
外
務
大
臣
と
し
て
、さ
ら
に
被

爆
地
選
出
の
外
務
大
臣
と
し
て
、岸
田
文
雄
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
変
に
大
き
い
。そ
し
て
岸
田
文

雄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
外
交
が
あ
り
、与
え
ら
れ
る

影
響
が
あ
る
。岸
田
文
雄
は
課
題
を
前
進
さ
せ
ら

れ
る
力
を
持
つ
政
治
家
な
の
で
あ
る
。

　

核
非
保
有
国
や
被
爆
者
団
体
か
ら
は
日
本
政
府

の
動
き
に
批
判
的
な
向
き
も
あ
る
。即
時
保

有
禁
止
条
約
を
締
結
す
べ
き
だ
と
い
う
国
も

あ
る
。し
か
し
何
事
も
理
想
論
や
結
論
だ
け

を
振
り
か
ざ
し
て
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。そ
れ
が
政
治
や
外
交
で
あ
れ
ば
尚

更
だ
。事
実
、現
実
的
に
核
を
保
有
し
て
い
る

国
が
参
加
し
な
い
形
で
保
有
禁
止
条
約
を
結

ん
で
も
意
味
は
な
い
。元
々
保
有
し
て
い
な

い
国
に
禁
止
条
約
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、核
の

現
状
は
一
歩
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。そ
う
で

は
な
く
、実
際
に
核
を
保
有
し
て
い
る
国
に

も
現
実
的
な
実
効
性
の
あ
る
非
核
化
へ
の
道

筋
を
付
け
る
こ
と
こ
そ
が
、真
に
非
核
化
へ
の

近
道
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た「
核
兵
器
の

非
人
道
性
に
関
す
る
国
際
会
議
」に
、い
わ
ゆ

る
核
保
有
五
大
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
と
イ
ギ
リ
ス
が
揃
っ
て
初
め
て
参
加
す
る

な
ど
岸
田
文
雄
が
外
務
大
臣
に
就
任
し
て
か

ら
以
降
、核
軍
縮･

不
拡
散
は
確
実
に
前
進

し
て
い
る
。そ
し
て
被
爆
国
日
本
の
歩
み
は

着
実
に
世
界
の
非
核
化
を
前
進
さ
せ
て
い

る
。人
に
よ
っ
て
は
小
さ
な
前
進
に
映
る
か
も

し
れ
な
い
が
、そ
れ
で
も
前
に
進
ん
で
い
る
こ

と
は
確
か
な
の
だ
。

　

今
年
は
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら

70
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
。広
島
と

日
本
が
核
廃
絶
に
果
た
す
役
割
は
相
当
に

大
き
い
と
言
え
る
。そ
の
中
に
お
い
て
岸
田

文
雄
に
か
か
る
期
待
は
国
の
内
外
を
問
わ
ず

益
々
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。核
廃
絶

に
向
け
た
世
界
的
な
取
り
組
み
の
中
に
お
い

て
は
、岸
田
文
雄
は
間
違
い
な
く
今
後
も
中

心
と
な
っ
て
活
躍
す
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

　外務大臣岸田文雄は被爆地ヒロシマを地盤とする衆議院議員だ。
原爆が投下されたその地が地元であり、

それだけに核軍縮・不拡散問題にかける思いはどの政治家よりも強い。
　その被爆地選出である岸田文雄が、外務大臣としてこの問題に

どう取り組んできたのかを追ってみた。（文・翔編集部）

アメリカ・キューバ訪問 ４．２６～５．４

　４月２６日～５月４日にかけて、岸田文雄はアメリカとキューバを訪問しました。特に
キューバは日本の外務大臣としては初めての訪問です。
　まずアメリカでは、日米安全保障協議委員会（「2＋2」閣僚会合）が開催されました。この
訪米に際しては、ケリー国務長官の私邸に招かれるなど、大きな歓迎を受けました。
　またニューヨークにある国連本部において、NPT運用検討会議に出席し一般討論演説
を行い、「核兵器のない世界」に向けた強い思いを訴えました。
　キューバ訪問ではラウル・カストロ議長との会談、カブリサス閣僚評議会副議長との企
業合同会談を行うなど多くの政府要人と会談し、またフィデル・カストロ前議長とも会談
し、以前訪日し広島平和祈念公園を訪問したことに話が及ぶなど、様々な意味で大変有意
義なキューバ訪問となりました。

キューバのロドリゲス外相との会談

日米２＋２ ヒロシマ・ナガサキ・アピール集会

キューバのカブリサス閣僚評議会副議長との
企業合同会談

1614年にキューバを訪問した
支倉常長（伊達政宗家臣）の像 作家ヘミングウェイの像がある「フロリディータ」

ＮＰＴでの一般討論演説

ＮＰＴ運用検討会議に際して
中国新聞ジュニアライターインタビュー

ホセ・マルティン像献花式

２０１４年第８回NPDI外相会合

２０１３年イランを訪問しての日・イラン外相会談


